
まつもと市民環境大学主催シンポジウム 

住みやすい「まち」ってどんな「まち」？ 

－これからの公共交通と街づくり－ 

 

 

 

 

 

日時：4 月 24 日(土)午後 1 時 15 分～4 時 30 分 

場所：松本中央公民館（通称Ｍウイング）６階ホール 

費用：３００円（資料代） 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

共催：松本市、松本市ノーマイカーデー推進市民会議 

後援：信州大学（依頼予定）、公共交通を考える市民の集い実行委員会（依頼中） 

問い合わせ先：黒沼 TEL 0263-36-7869 （まつもと市民環境大学） 

松本市の将来について、健康・福祉・

環境・地域活性化を見すえながら、街

づくりの中心に公共交通を位置づけ

て、みんなで考えてみませんか。 

第１部 基調講演    午後１時２０分～２時 
日本の地方都市と公共交通 現状と課題 
日本経済新聞社産業地域研究所 市川 嘉一 

 
第２部 シンポジウム 松本市におけるこれからの公共交通と街づくりを考える 
講演      午後２時１０分～４時３０分 

１) 公共交通と地域の活性化 
石澤 孝（信州大学教育学部教授） 

２) 都市政策として公共交通を考える 
寺澤 健（松本市政策部政策課・交通政策課長） 

３) 公共交通の担い手の考える公共交通 
久保澤 秀明（松本電機鉄道株式会社 鉄道部長） 
鈴木 立彦（松本電機鉄道株式会社 乗合営業部長） 

４) 医療・福祉の立場から考える街づくり、そして公共交通 
木村 貞治（信州大学医学部教授） 

５) 商業者・市民の立場から考える街づくりと公共交通 
早田 覚弥（中央東高砂通り周辺地区まちづくり推進協議会 会長） 

 
総合討論 

座長  野見山 哲生（信州大学医学部教授） 

黒沼 凱夫（松本歯科大学教授） 

シンポジスト 市川 嘉一, 石澤 孝, 寺澤 健, 久保澤 秀明, 
鈴木 立彦, 木村 貞治, 早田 覚弥 


